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	2024年は九州の半導体産業が大きく生まれ変わる1年になると言われており、新生シリコンアイランドの実現に向けた動きが一段と加速しています。
	半導体産業の振興には、最先端の半導体技術を担う高度専門人材の育成・確保、多様かつ拡大するニーズに柔軟に対応するための関係企業・団体等の連携強化、そして新たな需要の創出に向けた半導体の設計・実装・実証など産学官金民連携の取組み強化が大きな課題です。
	（公財）九州先端科学技術研究所（ISIT）は、地域の産業振興と経済社会の発展に資することを目的に、産学官連携の橋渡し的役割を担うべく、大学等の最先端科学シーズと産業界ニーズをつなぎ、新たな事業の創出やニーズ・課題の解決に向けた技術支援や人材育成に取り組んでおります。
	具体的な事業内容は、本活動報告書をご覧いただければと思いますが、情報技術（IT）分野では、誰でも簡単にオープンデータの利活用ができる社会の実現を目指し、ビックデータ＆オープンデータ・イニシアティブ九州（BODIK）事業をはじめ、セミナーや講演、研修などの人材育成事業、企業間のネットワーク強化など、様々な事業を展開しております。また、ナノテクノロジー（NT）分野では、九州大学等との連携による研究開発、事業者様の商品開発や事業展開に資するコンサルタント業務、そして電子顕微鏡など高度な分析機器を活用した...
	このように、研究所が取り組む事業内容はIT分野とNT分野、ならびに産学官共創の活動を基盤としており、「頼りになるISIT」を合言葉に、「より地域にひらかれた研究所」として、地域産業の育成支援に取り組んでおります。
	「先端科学技術」というと、難しく感じられることがあるかもしれませんが、実際に当研究所が取り組む事業は、皆様の事業と密接に関係する、または役に立てていただける事業や取組みが多くあると存じます。当研究所が有する技術と経験、産業界及び九州大学をはじめとする学術研究機関等との連携は、半導体の分野はもちろんのこと、様々な分野において十分貢献できるものと確信しております。
	本活動報告書を通して、当研究所の事業内容及びポテンシャルを知っていただき、皆様のさらなる事業の発展に向け、当研究所をご活用いただければ幸いです。
	令和6年10月
	公益財団法人　九州先端科学技術研究所
	研究所長　　山田　淳
	公益財団法人九州先端科学技術研究所（ISIT）の目的及び事業
	（目　的）
	この法人は、アジア太平洋を中心とした国際的な産学官の協調の下で、システム情報技術（コンピュータを活用して既存の社会システムを再構築し、円滑に運用するために必要となるシステム化技術及びその基盤となる情報技術をいう。）、ナノテクノロジーなどの先端科学技術ならびに関連する科学技術（以下「先端科学技術等」という。）の分野に関する研究開発、内外関係機関との交流及び協力、コンサルティング、情報の収集及び提供、人材育成等を行うことにより、地域の関連企業の技術力・研究開発力の向上及び先端科学技術等の発展と新文化の...
	（事　業）
	（1）先端科学技術等の分野に関する研究開発
	（2）先端科学技術等の分野に関する産学官連携による新産業・新事業の創出支援
	（3）先端科学技術等の分野に関するコンサルティング
	（4）先端科学技術等の分野に関する情報の収集及び提供
	（5）先端科学技術等の分野に関する人材育成
	（6）先端科学技術等の分野に関する内外関係機関との交流及び協力
	（7）前各号に掲げるもののほか、この法人の目的を達成するために必要な事業
	本活動報告書は、これらの事業に関する業務の2024（令和5）年度の記録です。
	1　研究開発事業　（実証実験事業含む）
	１－１　定常型研究開発事業
	定常型研究はISITの恒常的な事業であり、中長期的かつ戦略的に重要なテーマについて実施しています。
	（1）　オープンイノベーション・ラボ（OIL）
	（ア）　データ連携基盤構築と社会実証の推進によるスマートシティの実現
	九州・沖縄エリアを中心に、自治体が無償でオープンデータを公開できるサイトを提供することでオープンデータの公開を推進、日本全国のオープンデータを集めてくるプラットフォームを構築しています。本オープンデータプラットフォームを活用し、スマートシティプロジェクトへ参加することで九州地区のデータ活用型スマートシティの社会実証に貢献していきます。
	（a）地方自治体のオープンデータカタログサイト(BODIK ODCS)の普及促進
	地方自治体のオープンデータ公開の支援として、無償でオープンデータを公開できるサイトBODIK ODCS（BODIK オープンデータカタログサイト）を運用しています。
	現在、359ユーザー、307自治体が正式公開、52自治体が準備中または試行中です。（令和6年3月末時点）
	（b）地方自治体のオープンデータのカタログを集約したサイト(BODIK ODM)の運営
	地方自治体のオープンデータを集めたオープンデータのワンストップポータルとして、BODIKオープンデータモニター（BODIK ODM）を運用しています。
	現在、全国の地方自治体の約64％にあたる1,151の地方自治体のデータ、約60,600件のデータセットをワンストップで検索することができます。（令和6年3月末時点）
	BODIK ODCSを利用している自治体に対しては、オープンデータカタログサイトのページビュー数やリソースファイルのダウンロード数、APIによるアクセス数などのアクセス分析データを自動的に収集・整形して毎月1回提供しています。
	（C）オープンデータAPI基盤の構築
	地方自治体ごとに公開されたオープンデータのファイルでは、アプリケーションで利活用することが困難という課題を解決するために、BODIK ODMに集約したデジタル庁が定義した「自治体標準オープンデータセット」に相当する地方自治体のオープンデータをアプリケーションで使いやすくするためのAPIサーバー（BODIK WAPI）を開発し、APIの利用サンプル（検索結果の地図表示や人口ピラミッド図など）も合わせて公開しています。
	自治体標準オープンデータセット以外にも、自治体独自のデータをAPI化できる仕組みを取り入れ、自治体からのAPI化要請にも応えられるようになっています。
	【テーマ】
	社会に貢献する最先端IT技術を活用した社会実装、社会実装を産学官連携で推進
	（d）データ連携基盤（都市OS）との接続実証
	地方自治体が公開したオープンデータ を自治体のデータ連携基盤（都市OS）へ自動登録する仕組みとして、BODIK　ODGWを開発し、提供に向け準備を行っています。
	令和5年度は、長崎県の市町村において、BODIK ODGWを使って、BODIK ODCSに公開した自治体標準オープンデータセット（今回は「子育て施設」）のデータを長崎県データ連携基盤に自動登録する実証実験を実施し、令和6年度の本格運用に向け準備を行いました。また、福岡市のデータ連携基盤への接続も準備を進めています。
	（e）AIカメラの人流等のセンサーデータの利活用
	令和3年度より九州大学と共同で、福岡市繁華街に設置したAIカメラを活用した属性付き人流データの収集・分析・可視化に関する実証実験を実施しています。
	令和5年度からは、科学技術振興機構（JST）プロジェクトとして、車椅子等の移動困難者の回遊支援を目的とした実証実験に参画し、人流データの活用を検討しています。インバウンドを含む福岡市の観光客数が増加傾向にある中、車椅子の方が快適に移動できる情報として、どのようなバリアフリー情報が必要になるかなどをプロジェクト内で議論しています。
	また、BODIK IOTの取り組みとして、収集している人流データの一部をオープンデータ化し、福岡市のデータ連携基盤に連携する仕組みを構築しました。
	さらに、人流オープンデータの予測機構を題材とした企業向けPython研修のコンテンツを制作し、実際の研修に活用しました。
	■人流オープンデータの活用
	（２）マテリアルズ・オープン・ラボ（MOL）
	（ア）　ナノ材料グループ
	（a）ナノ粒子の力学特性評価法開発とデバイス応用等に向けた基盤技術開発
	市販のシリカナノ粒子や金属ナノ粒子について、単一ナノ粒子レベルにおける破壊力学を実験により実施・解析する技術開発を進めました。シリカナノ粒子を含む厚さ100 nm程度の薄膜試料を金属グリッドの隙間部分に固定し、極めて遅い速度（例：20 nm/秒)で隙間を広げることによってナノ粒に引張応力を及ぼし、ナノ粒子の形状変化を透過型電子顕微鏡で観察しました。ナノ粒子が周囲のマトリックスより軟化する実験条件を見出し、単一ナノ粒子が延伸する様子を観測でき、力学特性評価に応用できることを明らかにしました。金属ナノ...
	① コンポジット材料の強靭化に及ぼすナノ粒子の効果を評価する技術
	② 革新的接着技術（未来社会創造事業）における解析技術
	③ 分析NEXTにおいて、各種原材料や試作品などの解析に必要な技術
	に活用しました。
	（b）次世代モビリティ指向材料の接着界面解析技術確立と産学連携強化
	科学技術振興機構（JST）未来社会創造事業「界面マルチスケール４次元解析による革新的接着技術の構築」（研究開発代表者 九州大学・田中敬二教授、全期間：2018～2027年度、期間内に３度のステージゲート）の研究推進グループの一員として研究開発を行いました。
	Society 5.0の実現に向けた重要施策の1つとして、自動車や飛行機をはじめとするモビリティ製品の軽量化（すなわち脱炭素社会に向けた取り組み）、強靭化、インテリジェント化の推進を目的に、本課題では、有機高分子材料の比率を高めることによる軽量化と強靭化を図るべく、金属と高分子を接着させたハイブリッド材料の接着界面や、材料自体の強靭化に対する含有フィラーの役割を解明するための接着界面観測・解析技術の構築に向けた取り組みの一環として、「電子顕微鏡による接着界面の構造解析」という課題で研究開発を行って...
	【テーマ】
	有機、無機、金属ナノ材料より構成される新奇光機能素子・デバイスの創製、解析技術構築に向けた基盤技術の開発
	図：シリカ粒子含有エポキシナノコンポジット薄膜の引張過程における透過型電子顕微鏡写真と薄膜内ひずみ分布のデジタル画像相関（DIC）法による解析
	令和3（2021）年度に第１ステージゲートを突破し、現在第２ステージ（2022〜2024年度）での活動を展開しています。具体的には、シリカ粒子／エポキシ樹脂接着界面の解析手法を開発・改良するとともに、他グループと共同で数値解析を行い、亀裂の発生・進展に伴うひずみ分布の変化も解析することに成功しました。
	また、福岡市産学連携交流センター（FiaS)において、参画企業の実材料についても、接着界面を解析するための技術支援を行うとともに、九州大学次世代接着技術研究センターを中心とする接着技術の産学連携拠点化に取り組みました。
	（イ）　有機光デバイスグループ
	（a）高性能・高信頼有機ELデバイスの作製技術及び評価技術の構築
	【ポリマー型有機EL照明の開発】
	ポリマー型有機ELでは、材料の溶液（インク）を
	調整し、塗布プロセスによって有機ELの発光層とな
	るナノメートルオーダーの超薄膜を作製します。塗布
	プロセスは、印刷プロセスとの親和性が非常に高いこ
	とから、少量多品種生産にはインクジェット印刷、大
	量生産にはオフセット印刷等の技術を用いることによ
	り、真空プロセスよりもコストパフォーマンスに優
	れると言われています。
	これまで有機光デバイスグループでは、有機EL用
	材料やその周辺材料を評価することに注力していた
	ため、高性能および高信頼性の観点から真空成膜法
	によって有機ELを作製していました。そのため、高
	性能かつ高信頼性のポリマー型有機ELの作製・評価
	スキルは保有していませんでした。しかし本年度
	は、照明用途としてのフレキシブル有機ELの事業化
	を目指す地場企業を支援するために、ポリマー型有
	機EL作製プロセスの構築と高性能化を行いました。
	また、企業の研究者の人材育成の一環として地場
	企業の研究担当者と共に、ポリマー型有機ELの白色
	化およびフレキシブル化を行いました。取り組み当
	初はガラス基板を用いてプロセスの構築を行いました
	が、これまで蓄積したフレキシブル化の知見を活用して、
	わずか1年間で発光面積70mm角の青色のフレキシブルポリマー型有機ELを作製することができました。
	さらに、RGB各色の材料を混合することによって、白色化にも取り組みました。しか
	し、様々な発光ポリマーを混合すると、色度は任意に調整できるものの、効率が非常に悪くなることが分かり、有機EL素子を直接直列に接続したタンデム素子を含めた開発を進めています。
	試作したフレキシブル-ポリマー型有機EL素子の発光の様子（発光面積：7×7cm程度）
	作製したポリマー型有機EL素子の色度
	（（0.33, 0.33）に近いほど白色となる）
	（b）次世代グリーンテクノロジーデバイスの研究開発
	【環境熱発電素子の高性能化】
	次世代グリーンテクノロジーデバイスの一つとして、室温程度の環境熱をエネルギー源とする環境熱発電素子の動作機構の解明及び高性能化に取り組みました。
	この環境熱発電素子は、ドナー性とアクセプタ性の有機半導体を接触させることにより形成される電荷移動錯体から、熱エネルギーで電荷対を分離して外部へ取り出すことにより発電素子として動作します。
	本年度は、この環境熱発電素子の詳細な動作機構の解明を試み、エネルギー準位図とある程度の動作機構を理解するところまで到達しました。共同で取り組んでいる九州大学安達研究室では、開放電圧は0.4Vとほとんど変わらないものの、短絡電流を3桁増加させ、最大出力を100倍向上させることに成功しました。現在、これらの成果をとりまとめ、査読付き論文へ投稿しています。
	１－２　プロジェクト型研究開発事業及び受託研究開発事業
	（１） 　プロジェクト型研究開発事業
	企業、大学等と連携を図り、国等の各種提案公募型研究制度へ提案し、競争的研究資金を獲得することにより研究開発・事業を行いました。
	また、当研究所の研究員が研究代表者あるいは研究分担者として、日本学術振興会の科学
	研究費助成事業による研究助成を受けて研究を実施しました。
	■国等の各種提案公募型研究制度による研究開発・事業　（令和５年度実績）
	※その他「有機光エレクトロニクス実用化開発センター運営」等のプロジェクトに研究機関として参画しました。
	■日本学術振興会・科学研究費助成事業　令和５年度実績
	※科学研究費助成事業は、人文・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる「学術研究」（研究者の自由な発想に基づく研究）を格段に発展させることを目的とする「競争的研究資金」であり、独創的・先駆的な研究に対する助成を行うもの。（日本学術振興会）
	（２）　受託（共同）研究・開発事業
	（ア)　受託研究・事業
	企業、大学、行政等から比較的短期の研究や調査等の委託を受け、以下の研究開発・事業を行いました。
	※件名については、相手先との契約により詳細な内容（件名）を記述できないものが含まれております。
	（イ）　共同研究・事業
	複数の組織で進めた方が効果的な技術等について、企業、大学等と共同で以下の研究開発・事業を行いました。
	※ 件名については、相手先との契約により詳細な内容（件名）を記述できないものが含まれております。
	２　交流協力・人材育成事業
	２－１　交流・協力活動及び学会・協会活動
	（１） 　交流・協力活動（交流会・セミナー等の開催）
	研究開発等の連携協力関係を構築することを目的に、国内外の関係研究機関等との間で研究交流や協力活動を行っています。
	（ア）　研究機関との研究交流
	①公益財団法人京都高度技術研究所（ASTEM）との研究交流会
	実施日：令和6年1月12日
	会　場：福岡SRPセンタービル2階研修室１
	②国立研究開発法人産業技術総合研究所（産総研　AIST）との連携
	（２）　学会・協会活動等
	産学連携における企業や大学研究者との人的ネットワークとして学会・協会等の活動を支援するため、地域における学会・協会等の事務局業務・支援を行いました。
	・米国電気電子学会（IEEE）福岡支部事務局
	・九州オープンデータ推進会議
	・日本工学アカデミー九州支部事務局
	公益社団法人日本工学アカデミー九州支部（支部長：山田 淳 研究所長）の事務局として令和5年度は、以下のイベントを主催（一部イベントはISIT共催）しました。
	≪ISIT主催イベント≫
	≪ISIT共催イベント≫
	２－２　人材育成事業
	（１）　オープンイノベーション・ラボ関連
	（ア）　九州経済連合会インターンシップの受入れ
	オープンイノベーション・ラボ（OIL）にて、福岡大学 大学院 工学研究科・電子情報工学専攻の学生2名をインターンシップ生として受け入れました。受入期間は令和4年8月から9月中旬までとなりました。
	当該学生が設定した研究テーマは「生成AIを使ったチャットボットの開発と検証」と「福岡市のDX推進企業を盛り上げるコミュニティ運営及びイベント企画」で、OILではチームメンバーの指導のもと、生成AIを利活用するためのアプリケーション開発やイベントの企画・実施、報告に取り組みました。
	職員との多くのコミュニケーションをとりつつ、チームメンバーとしてプロジェクトの進捗管理も体験し、終了にあたり対面での報告会を行いました。
	（イ）　AI人材育成
	令和5年度は、過去3年間にわたり実施してきた福岡市のAI人材育成事業「ふくおかAI・DXスクール」の修了生を対象とした勉強会を3回開催しました。
	勉強会では、AIカメラの実装についてのハンズオンセッションや、ChatGPTの効果的な使用方法、さらには最新のG検定やE資格に関する情報共有を行いました。また、過去の受講生を対象に実施したアンケートでは、66%の受講生が研修を受けた後にAI関連の業務に就いているとの結果が出ました。また、業務へのChatGPTの利用が進んでおり、特に文章の作成支援、プログラム開発支援で利用されていることがわかりました。
	さらに、一般研修として関連機関等と連携して生成AIやChatGPTに関する研修を６回実施したほか、Pythonプログラミングの基礎と機械学習に関するコンテンツを制作し、令和6年3月7日と22日に企業向けの研修（受講者人数は約40名）を2回実施しました。
	（２）　マテリアルズ・オープン・ラボ及び産学官共創推進室関連
	①小中学生向け夏休み体験実験
	小中学生の科学技術の理解促進を目的に、九州大学等と共同で小中学生向け夏休み体験実験「小さな生きものの大きな可能性：昆虫に学ぶバイオテクノロジー」を行いました。
	・開催日：令和5年8月5日
	・会　場：福岡市産学連携交流センター（FiaS）交流ホール・分析機器室
	・主催等：九州大学未来化学創造センター、ISIT、福岡市産学連携交流センター指定管理
	者
	・参加者：親子52名　（うち児童20名）
	・内　容：昆虫にまつわるバイオテクノロジーやワクチンの講義や最先端顕微鏡体験等
	２－３　情報収集・提供事業
	先端技術等に関する情報や地域企業の技術力向上に資する情報を収集し、適宜提供するとともに、広報活動を行いました。
	（１）　市民講演会の開催
	当研究所が行う研究開発事業のうち、市民の関心が高く身近なテーマを選び、セミナー等を開催しています。 　令和5年度は、グリーンイノベーションへの理解促進のため、小学校児童及びその保護者を対象とした体験型のサイエンス教室を九州大学、ISIT、福岡市と連携し実施しました。
	■九州大学で学ぶ水素エネルギー「子どもサイエンス教室」
	実施日：令和5年9月16日
	会　場：九州大学次世代燃料電池産学連携研究センター・水素エネルギー国際研究センター
	主　催：ISIT　　共　催：九州大学、福岡市
	参加者：28名（小学4～6年生の児童と保護者2名1組　計14組）
	内　容：・ミニ講義　「九州大学で学ぶ水素エネルギー」
	講　師　九州大学　工学研究院　准教授　立川雄也氏
	・体験実験　「水の電気分解と燃料電池による発電実験」
	講　師　九州大学水素エネルギー国際研究センター　藤田美紀氏
	・水素燃料電池バス（Moving e）試乗
	・水素社会ショールームの見学
	（２）　ホームページ及びメールマガジンなどによる情報提供
	①ホームページによる情報発信（11件）
	・イベント情報9件、その他お知らせ等３件
	②メールマガジンによる情報提供（43件）、プレスリリース7件
	（３）　広報誌（活動レポート）、年次活動報告
	①活動レポート「What IS IT?」（年２回発行）
	・2023 vol.97号；BODIK１０周年（オープンデータコンテスト）等
	・2023 vol.98号；九州大学-ISIT-福岡市連携　グリーントランスフォーメーション（GX）シンポジウム等
	②活動報告書（年１回発行）
	３　コンサルティング事業
	３－１　技術的課題解決の支援
	福岡市内を中心とした九州地域の企業等が抱えているシステム技術・情報技術やナノテクノロジーをはじめとする先端科学技術分野において、独自では解決困難な研究開発、製品開発等に関する技術的諸問題の解決支援を目的に、コンサルティング事業を実施しています。
	また、福岡市・九州大学・（公財）九州大学学術研究都市推進機構（OPACK）との連携による産業界へのサポート事業として、製品・材料等の分析・解析に関する課題の解決を支援する「よろず相談分析NEXT」に中核機関として参画し、コンサルティングを実施しています。
	令和５年度は計165件の相談を受け、その相談内容の種別や相談元の内訳は次の表のとおりです。
	４　産学官連携による新産業・新事業の創出支援事業
	４－１　オープンイノベーション・ラボ（OIL）関連の活動
	（１）　DXエコシステム形成事業による中小企業のDX推進支援
	福岡市IoTコンソーシアム（FITCO）やAIコミュニティ、DX促進モデル事業、 One Kyushu DXコミュニティのネットワークや運営ノウハウを活用して、福岡DXコミュニティ・One Kyushu DX・福岡市DX推進ラボを一体的に運用し、コミュニティメンバーが持続的に互いのDXを支援しあう“エコシステム”を構築する活動を行いました。
	（ア）　福岡DXコミュニティの概要
	AI、IoTおよびDX関連事業者・大学・金融機関等によるオープンな
	コミュニティを構築し、センサーデータを活用した地域の課題解決の
	事例や知見を共有することにより、AI、IoTおよびDX関連分野におけ
	る新製品・サービスの創出を促進することで、持続可能で多様な人々
	が参加できる社会の実現を目指します。
	（a）主な活動：
	①セミナー等によるAI、IoTおよびDX関連の最新技術情報や事例など
	の情報提供(One Kyushu DXと共催、後述)
	②相談対応（事業者間のマッチング支援）
	・DXなんでも相談窓口(WEB)の開設
	③福岡市DX推進ラボの企画・運営
	・CEATEC 2023へ出展
	・DX Selection優良事例の推薦（福岡運輸株式会社）
	※経済産業省が進める「地域DX推進ラボ」として、令和5年10月に地方版IoT　推進ラボ「福岡市IoT推進ラボ」より移行
	④課題解決・実証に向けたWG活動
	・DXものづくりWG　活動5回(スマートセンサー型枠システムや店舗DX、AR技術など)
	・Fukuoka Integration X WG  活動2回(ChatGPTを中心の言語モデルの状況、OSSのERPシステム)
	（b）会員数（令和6年3月末現在）：1,128団体/個人（企業会員 871社、個人会員 257名）
	（c）事務局：(公財)九州先端科学技術研究所、NPO法人QUEST、福岡市
	（イ）　One Kyushu DXの概要
	One Kyushu DXは、地域企業が自立自走してDXに取り組めるエコシステムの形成を目標として、令和4年8月より活動をしています。Slackを用いたオンラインコミュニティの運用や様々なイベントを開催しました。
	（a）主な活動
	①Slackを通じたオンラインコミュニティの運営
	・参加人数 238名、合計投稿数 チャネル投稿3,689、DM 4,196メッセージ
	②交流会や勉強会の開催による情報提供（福岡DXコミュニティと共催）
	・交流会 計14回実施(サイバーセキュリティ対策/ノーコードウェブ制作/事例など)
	・勉強会 計18回実施（「実行力」の勉強会/ISIT勉強会/データドリブン実践講座）
	・その他 計  6回実施（プロンプソン/ASC特別講義）
	③地域企業へのインタビュー実施（WEBサイトへ6社掲載）
	④DX推進企業への伴走支援（４件、７社）
	（b）会員数（令和6年3月末現在）：311名
	（c）事務局：公益財団法人九州先端科学技術研究所
	（ウ）　８回ふくおかDX祭り in SRP
	２年連続の現地開催となった「第8回ふくおかDX祭り in SRP」では、BODIK事業の10周年を記念しBODIKオープンデータサミットを実施したほか、5会場に分かれて講演やワークショップ、出展企業（34団体）による展示会を行い、イベント終了後には参加者による交流会も行いました。
	当日来場者は359名・セッション延べ参加人数 601名と、多くの方にご参加いただきました。
	・実施日：令和5年11月10日（金）
	・会　場：福岡SRPセンタービル2階及びSRP Open Innovation Lab
	・来場者：359名（セッション参加は延べ601名）
	■SRPホール講演等一覧
	■BODIK オープンデータサミット
	■DX/GXセミナー一覧
	■ワークショップ
	（エ）　相談対応(マッチング支援)
	令和５年度は、７月にWEB上にDXなんでも相談窓口を開設し、気軽に相談を受けられる環境を整備し、年間３０件の相談に対応しました。
	■令和５年度の主な相談対応実績（抜粋）
	（２）　エンジニアフレンドリーシティ福岡事業推進によるエンジニアコミュニティの活性化
	AIやIoTなどの最新テクノロジーを活用することで新しいサービス・製品の提供や課題の解決を図る時代への対応の一環として、新たなサービスを生み出していくために不可欠となるテクノロジーを操るエンジニア等の福岡への集積とその技術レベルの維持・向上のため、エンジニア等が誇りを持って活動することができる環境づくりに寄与し、エンジニアや関連団体等の交流促進や、技術レベルやモチベーションの維持向上を目的に、平成30年8月より福岡市と共同でエンジニアフレンドリーシティ福岡（EFC）事業を実施しています。
	（ア）　ハッカソン・コンテストの実施
	時代のニーズに応じたサービスや製品、または時代をリードするプロトタイプなどを生み出すエンジニアを育成・発掘するため、ハッカソン・コンテスト「Engineer Driven Day」（EDD）を実施しました。EFC賛同企業が経験豊富なエンジニアをメンターとして派遣し、構想からモノづくりまでを一気通貫でサポートしました。
	・プロダクト応募数：20チーム（75名)、イベント参加者延べ300名
	（イ）　エンジニアフレンドリーシティ福岡アワードの実施
	福岡市を意欲的なエンジニアが集まるまちにしていくため、エンジニア文化の発展に貢献する取組み等を行う「コミュニティ」やエンジニアを取り巻く環境の充実に取り組む「企業」、上記のEDDで優れたプロダクトを開発した「個人・グループ」を表彰する「エンジニアフレンドリーシティ福岡アワード」を福岡市とともに実施しました。
	・表彰式: 令和5年12月3日
	・受賞者  コミュニティ部門:2団体　企業部門:3社　プロダクト開発部門：4チーム
	（ウ）　交流イベントの開催
	令和5年12月3日にエンジニアカフェにて、EFCアワード表彰式と合わせて、受賞者によるLT、トークセッションや交流会などの交流イベントを開催し、EDDに参加した学生や社会人、エンジニアコミュニティ、EFC賛同企業、登壇者等の交流を促進しました。
	（エ）　情報発信、福岡のエンジニアのＰＲ活動
	EFCのWEBサイト等により情報発信を行いました。
	① EFCアワード、イベントの情報発信
	② EFCイベント参加者へのインタビュー
	③ 賛同企業制度の情報発信（令和6年3月末時点で132社公開）
	④ コミュニティの掲載、情報発信（令和6年3月末時点で43コミュニティ公開）
	（３）　オープンデータ化に取り組む自治体の連携支援
	九州オープンデータ推進会議は、オープンデータ化推進の課題を解決するための資料、技術、ノウハウを共有し、オープンデータに取り組む自治体を増やすことで、地域の課題解決の促進、経済の活性化に貢献する事を目的とした会議体です。参加自治体のオープンデータ担当者が集まり、課題や事例の共有、共通フォーマットの検討などを行っています。
	（参加自治体：福岡県、北九州市、福岡市、久留米市、長崎県、佐賀県、大分県）
	令和5年度は更にBODIKに関係して自治体職員とデータ利活用の現場と言われるシビック
	テックや、一般企業や学生を対象にしたオープンデータの推進に向けたイベントなどを実施しました。
	■令和5年度九州オープンデータ推進会議関連の開催実績
	（４）　SOIL（SRP Open Innovation Lab）の企画、運営によるオープンイノベーションの推進
	地域におけるオープンイノベーション推進を支援することを目的とした「SRP Open Innovation Lab（略称：SOIL）」（開設：平成30年3月）において、AI/IoT/ビッグデータ/AR・VR等、先端技術・事例紹介・展示・体験やセミナー・イベントなどの企画・運営を行い、地域の開発者との連携を推進するとともに、国内外からの各種視察・見学を受け入れています。
	令和２年８月には、オンライン配信や動画の収録・編集等が可能なスタジオとハイブリッド開催が可能なイベントスペースを改装し、地域の企業・団体様にご利用頂いています。
	【SOIL 運営実績】
	・来場者数： 4,495名（平成30年度からの累計）（令和5年度実績　504名）
	・イベント開催数（リニューアル後～令和6年3月末）：210回（令和5年度実績　57回）
	【SOILの機能】
	① 人材交流スペース：人脈形成、技術力向上の機会提供
	・技術者向けセミナー、イベントの開催/地域技術者交流、各種コミュニティとの連携、コワーキングスペースとして開放、 技術書の閲覧、動画撮影・編集の利用
	② 技術相談：先端技術についての疑問を相談できる場の提供
	・AI(機械学習・ディープラーニングなど)・IoT利活用、データ利活用（オープンデータ・ビックデータ）
	４－２　マテリアルズ・オープン・ラボ（MOL）
	（１）　有機光エレクトロニクス研究開発拠点の形成の推進
	九州大学最先端有機光エレクトロニクス研究センター（OPERA）や有機光エレクトロニクス実用化開発センター（i3-opera）等と連携し、有機光エレクトロニクス研究開発拠点形成を推進しました。
	本取り組みに関連して、令和5年度は、福岡県、福岡市、ふくおかISTと共催で、第19回有機光エレクトロニクス産業化研究会を開催しました。
	■第19回有機光エレクトロニクス産業化研究会
	（２）　革新的接着技術開発拠点の構築
	科学技術振興機構（JST）未来社会創造事業「界面マルチスケール4次元解析による革新的接着技術の構築」での研究推進に際しての革新的接着技術の拠点化に向け、福岡市産学連携
	交流センター内への九州大学次世代接着技術研究センター（センター長：九州大学田中敬二教授、全期間：2018～2027年度、期間内に３度のステージゲート）の設置と活動、高度分析機器の導入に協力しました。この拠点化を通じて、今後モビリティ関連企業の誘致による伊都キャンパス及びその周辺の発展への貢献が期待されます。
	４－３　産学官共創推進部門
	技術課題解決支援をはじめとした、交流・連携ネットワークによる地方発イノベーションの推進をテーマに、３つの室(産学官共創推進室・グリーンイノベーション推進室・未来事業推進室)で事業を推進しました。
	（１）　技術課題解決対応による地域企業、スタートアップの支援
	福岡市・九州大学・九州大学学術研究都市推進機構（OPACK）、ISITの４者協定に基づく連携により、分析・解析を活用した技術課題解決支援ネットワークによる分析・解析よろず相談事業「よろず相談分析NEXT」を運営し、地場企業・スタートアップ支援、産業振興、地域創生を通して新商品、新サービスの創出につなげるため、下記の活動を行いました。
	（ア）　企業の潜在的課題や分析ニーズの掘り起こし（分析NEXTによる課題解決対応）
	令和5年度は、51企業・大学等から、290件(ISITがコンサルティングを担当した案件：104件、分析支援186件)の分析・解析よろず相談がありました。現在、下記10件が改良・実用化支援中の案件となっております。
	（イ）　展示会等への出展
	・モノづくりフェア2023 へ出展（令和5年10月18日～10月20日）
	・九州大学オープンイノベーションワークショップ（令和5年11月15日）
	（２）　公的研究機関等との連携
	国立研究開発法人・理化学研究所（理研）や他の研究機関と連携し、地域企業等が研究機関等の成果・機能の利活用を支援・推進する取り組みを進めました。令和５年度は、理研及び理研鼎業と連携し、特に半導体および水素エネルギー分野における連携を推進したほか、（一社）九州オープンイノベーションセンター（KOIC）や（公財）九州シンクロトロン光研究センターなどと地域産業支援における連携・協力を進めました。
	①　新規製品開発のための表面、断面分析
	②　タンパク質製品の電子顕微鏡観察
	③　金属製品の不良品解析について
	④　販売製品の生分解性評価について
	⑤　新規開発製品の課題について
	⑥　自社技術を活用した新製品開発について
	⑦　販売中断製品の再現について
	⑧　油の粘度改善製品の分析について
	⑨　プラスチックリサイクル、カーボンニュートラルについて
	⑩　販売製品のLCAについて
	（３）　産学官金ネットワークの拡充
	（ア）　ふくおか産学共創コンソーシアム 未来創造化学研究・教育部会
	九州大学を中核とする未来創造化学研究・教育部会における研究・教育活動や、研究者と共に競争的研究資金を獲得し、産学官による研究開発や市民を巻き込んだ実証・実装活動を支援する体制強化を図りました。
	・ビッグ・オープンデータ解析、研究課題の発掘
	・ふくおか産学共創コンソーシアム 未来創造化学研究・教育部会の運営・管理
	（イ）　サイエンスカフェ＠九大新町の主催
	九大新町のFiaS入居者や研究開発次世代拠点（いとLab＋）をはじめとする研究開発拠点進出関心企業、研究シーズスタートアップ企業、地場企業への先端科学技術の啓発を行いました。
	■サイエンスカフェ＠九大新町
	実施日：令和6年３月17日
	会　場：九大伊都 蔦屋書店　アートラウンジ
	参加者：約30名
	内　容：講演 「AIと共に夢を実現へ：生成AIの新たな可能性」
	講師　 野中 広文イノベーション・アーキテクト
	（ISITオープンイノベーション・ラボ）
	山本 竜広イノベーション・アーキテクト（ISIT 未来事業推進室）
	（ウ）　技術・情報交流セミナー等の参加
	ネットワークの拡充、人材交流の促進し、企業の研究開発を支援する体制強化を図ることを目的として、下記の活動を行いました。
	・FiaS分析機器講習会（第61回分析化学講習会内）
	・国際ナノテクノロジー総合展「nano tech 2024」(令和6年1月31日～2月2日)
	（４）　グリーンイノベーション事業の推進
	脱炭素の先進的な研究を行う九州大学と連携し、市内企業の脱炭素ビジネス参入を促進するとともに、脱炭素社会の実現に向けた産学連携機能強化に取り組みました。
	令和5年度は、福岡市の補助事業「福岡グリーンイノベーションチャレンジ」を通じ、カーボンニュートラルに資する新たな製品やサービスの開発に取り組む市内中小企業の支援を行いました。
	また、九州大学、福岡市と連携したカーボンニュートラルに係るシンポジウムを開催するなどグリーンイノベーションへの理解を深める取り組みや企業ヒアリングによる情報収集等をあわせて行いました。
	（ア）　令和5年度福岡グリーンイノベーションチャレンジ実績　（福岡市補助事業）
	（イ） 　九州大学-IＳＩＴ-福岡市連携グリーントランスフォーメーションシンポジウム
	～脱炭素ビジネスと水素エネルギ-の最前線～
	実施日：令和6年1月31日
	会　場：アクロス福岡　７階大会議室
	参加者：141名
	内　容：基調講演①　「九州大学における再エネ・水素エネルギー研究教育」
	講師：九州大学　エネルギー研究教育機構　教授　林　灯氏
	基調講演②　「ENEOSの水素サプライチェーン構築に向けた取組み」
	講師：ENEOS株式会社　水素事業推進部　主幹　前田　征児氏
	事例紹介①　福岡市・九州先端科学技術研究所（ISIT）による市内企業の脱炭素　ビジネスへの取組み支援
	事例紹介②　福岡グリーンイノベーションチャレンジ事業採択企業の事例紹介
	1．組織図　（令和６年３月３１日現在）
	評議員会（6人）
	監事（2人）
	理事会（11人）
	理事長　副理事長　専務理事　理事8人
	令和6年3月31日現在
	2．役員（理事・監事）
	（五十音順、敬称略）
	3．評議員
	（五十音順、敬称略）
	令和6年3月31日現在
	4．研究顧問
	（五十音順、敬称略）
	5．最高顧問
	（敬称略）
	6．賛助会員　（令和6年3月末時点）
	（2）個人会員　13名
	7．理事会・評議員会開催状況
	8-1研究発表・論文・講演等実績（オープンイノベーション・ラボ）
	8-2研究発表・論文・講演等実績（マテリアルズ・オープン・ラボ）
	※「著者・発表者」の表記：全員下線無しは全て ISIT 研究者、一部下線は、下線が ISIT 研究者。
	8-3研究発表・論文・講演等実績 （産学官共創推進室・産学官共創支援部）
	※「著者・発表者」の表記：全員下線無しは全て ISIT 研究者、一部下線は、下線が ISIT 研究者。
	9．報道等実績
	10．プレスリリース実績
	11．書籍等掲載実績
	12．表彰等実績
	令和5年度の実績はありませんでした。
	令和5年度活動報告書
	公益財団法人九州先端科学技術研究所 活動報告書
	令和6（2024）年10月発行
	【事務局、オープンイノベーション・ラボ】
	〒814-0001福岡市早良区百道浜２丁目１番２２号　福岡SRPセンタービル5階
	Tel：092-852-3450　Fax：092-852-3455
	【マテリアルズ・オープン・ラボ ナノ材料グループ】
	〒819-0388福岡市西区九大新町４－１　福岡市産学連携交流センター１号棟2階
	Tel：092-805-3810　Fax：092-805-3814
	【マテリアルズ・オープン・ラボ 有機光デバイスグループ】
	〒819-0388福岡市西区九大新町４－１　福岡市産学連携交流センター２号棟１階
	Tel/Fax：092-807-4511
	URL：https://www.isit.or.jp/
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